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＜連絡事項＞
・特記事項なし
＜患者様連絡事項＞
・小笠原　久年様～不穏時）レボトミン(25)1T　7回分処方。
・高柳　和子様～不穏時）レボトミン(25)1T　7回分処方。
・小澤　和子様～便秘時）センノシド(12)2T　5回分処方。
・恵茂田　義春様～落ち着かない時）ジアゼパム(5)1T　10回分処方。
・藤井　孝蔵様～バンコマイシン2V+生理食塩液100ml、ビーフリード500ml 3日分処方。
・小向　静江様～レボフロキサシン(500)1T　1×昼　4日分処方。
・飯岡　未来様～拒食が続き、また、形相が変化しており目を見開き、充血させ、疎通不良の状態。点滴のラインいじりが見られ確保困難。田名部Dr.へ状況報告。
　　　　　　　　・点滴時のみ拘束可
　　　　　　　　・点滴の３本目に「ハロペリドール(5)1A混注」の指示を受ける。

　　　

・恵茂田　義春様～便秘8日目。ケンエーG浣腸1本実施。
・木村　茂様～食事摂取量が少ない為、点滴2本　3日分処方となる。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。対面時は穏やかで、妄想発言や苛々、トラブルはなく経過。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後の開放観察実施。開放と同時に他室侵入し、私
物いじり等の迷惑行為があり、早々に終了している。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～終日隔離中。不穏さや粗暴性はないが、対面時の妄想発言や独語、放歌
が聞かれており、支離滅裂。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介
入・観察行っていく。
＜要注目患者様情報＞
・飯岡　未来様～各食拒食。対面時は形相が変化しており目を見開き、充血させている。
・高栁　和子様～自室の窓枠を叩く常同行為あり。介入すると一旦は止めるが、すぐに同行為繰り返している。不穏・興奮はない。
・藤井　崇史様～苛々や被害的な訴えが多く、頓服薬を3回内服している。他者トラブルはなく経過。
・恵茂田　義春様～頓服希望し来詰。苛々するとは言っているが、最終的に、暑いからと言い出す。薬はそのような使い方をするものではない事を伝えている。
・木村　格治様～便失禁あり保清行う。腹部不快の訴えはない。高圧的な言動はないが靴下に固着した発言が続いている。
・佐々木　忠明様～希死念慮や気分雄落ち込みは見られず、ホールでテレビを観て過ごす。
入院の経緯について話すが内容は纏まりなし。「家にいると怖い」「港に行きたい」など話している。
・田中　トシヱ様～帰宅要求は聞かれず穏やかに過ごす。
・木村　茂様～食事摂取量が少ないため、１日２本点滴処方となる。抜去しない事を約束
するが、１０分後自己抜去している。
・小山田　チヤ様～帰宅要求はなく穏やかな様子。同室の他者と交流して過ごしている。

・藤井　孝蔵様～発熱、吐き気なく経過されている。対応穏やかでエンシュアリキッドは拒否なく、点滴もトラブルなし。
・宮古　みゆき様～表情冴えずに経過するが、不安等の訴えは聞かれず過ごす。
・清水　浩様～徘徊や帰宅要求は聞かれず過ごす。不調の訴え無し。
・飯岡　裕子様～血圧高値。他バイタルサイン異常なし。フェイススケールは3～4で経過。
活気なく臥床傾向。食事は全量摂取できている。
・吉田　レイ子様～おやつの時間にヤクルトをもったまま立って歩く事があり介入要している。トイレに行きたい事を伝えられずにウロウロする事あり介入　
　　　　　　　　　している。妄想言動なし。

・小向　静江様～体温37.8～37.5℃。頻脈持続。クーリングを継続している。筋硬直は　
　　　　　　　　血圧測定時確認している。活気のなさ、体熱感の訴えある。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～苛々の訴えや被害的な訴えが多く、頓服薬を頻繁に使用している。他者トラブルは無く経過している。
